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島スタイルワーカーズ・コレクティブ

活動地域：山口県大島郡周防大島町

活動地域概要：
周防大島町は、山口県東南部に位置し、瀬戸内海に
浮かぶ島では3番目の面積を有し、島と本土とは大畠
瀬戸を渡る大島大橋によって連結している。人口2万
2千人弱。地勢は全般的に山岳起伏の斜地で600m級
の山々が連なり、海岸部に狭隘な丘陵地が広がる程
度で大半を山地が占めている。年間平均気温15.5℃
と比較的温暖で、青く澄みわたる瀬戸内の海と四季
の彩り豊かな美しい自然を有する町。2004年に大島
郡4町が合併して、周防大島町が誕生した。

団体・活動概要：
日本一高齢化した島を元気にするためには、島で仕
事をつくるしかないと考えた若者達は、東京からＵ
ターンして自分自身が事業として島での起業に取り
組むことにしました。実践活動としてまず行ったこ
とがＵターン自営業者を応援するフリーペーパーづ
くりです。助成対象活動では、季刊フリーペーパー
「島スタイル」を発行して毎号Ｕターン自営業者に焦
点を当ててきました。また、未来の島づくり作戦会
議では、日本一ハワイ移民の多い島ならではのビジ
ネスとして家紋を入れたオリジナルアロハを作るア
イディアを得て、実現への足固めを行いました。そ
して、介護事業所が併設されたバリアフリーアパートの1階に他の島おこしビジネスを行う若者たちと共有
してオフィスを構えました。今後さらに自分たちが楽しめる島づくりを精力的に追求することとしていま
す。

島スタイルワーカーズ・コレクティブ　●●●●●
設立：2004年　メンバー総数：8名
代表者：大野圭司
連絡担当者：大野圭司
連絡先：〒742-2921　山口県大島郡周防大島町西方14　しらき村100号室
TEL：0820-78-2000
FAX：0820-78-2000
E-mail：ohno@dream-kids.net
ホームページ：http://dreamkids.typepad.com（島スタイルで検索）

キーワード：フリーペーパー発行　Ｕターン
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１　団体の目的と経緯
（１）テーマと目的
　島に足りないモノを自分たちでビジネスにすれば、
島は元気になる。

（２）地域の状況や課題
　高齢化率が45%と非常に高い島（2000年国勢調査
では日本一）。瀬戸内海で 3 番目に大きく（外周
160km）人口は2万1700人いるが、年間500人以上
も人口が減少している。最も強く感じる島の課題は、
自分の身近な課題を自らが解決しようと挑戦者が少
ない事。

（３）この活動を始めたきっかけ
　故郷、周防大島をほっとけない！という想いを強
く持ち2004年8月に東京からUターンした。その時
に感じたのは、ヒップホップチーム、兄妹デュオ、
ジャム屋オーナー、インターネット起業家、デジタ
ル詩人など島を元気にしようと活動する20代30代
が想像以上に多かった。であれば、共同作業を通じ
て横つなぎになる事で、島の新たなコミュニティを
創りたいと思い始めた。

（４）これまでの活動経緯
●東京での経験とUターン後の実践　
　助成以前の活動は大きく前期と後期に分けられる。
前期は、2004年8月に周防大島にUターンする前の
東京での活動。後期は、2004年8月にUターン後の
2005年3月末までの活動。まず前期の東京では、島
に帰り、島おこしビジネス実践するためのプランニ
ングとプレゼンテーションを実践型で学ぶために、
会社員を2002年末で辞め、フリーランスWEBデザイ
ナーに転身した。その時期に、周防大島出身の幼な
じみの東京在住大学生グループに再会し、近い将来、
共に島にUターンする事を熱く語り合った。現在、彼

らも全員、周防大島に帰郷し、MRCというヒップホッ
プクルーを結成し音楽を通じて、島を熱くしようと
活動中。そして、僕は東京での経験を、現場の周防
大島にて活かすために2004年8月に帰郷。前期は、
実質的な島での活動経緯ではないが、島で活動を開
始するために必要不可欠な要素だったと、今改めて
思う。次に後期について。帰郷後半年は、島の課題
を真正面から解決するスタンスの島おこしビジネス
をプランニング。その際、先にUターンしていた同
級生や、親身になってくれるお寺の住職、介護事業
所経営者、さつまいも農家の方にプランを相談する。
その結果、島の大きな課題は雇用減少。仕事が減る
から若者が島に帰ってこない。であれば、自らが仕
事を創る自営業者としてUターンするしか道はない。
そのために、20代30代のUターン自営業者を応援す
るフリーペーパー“島スタイル”という島おこしビ
ジネスを、個人事業として2004年2月にスタート。

２　活動の内容
（１）具体的な活動の紹介
・フリーペーパー「島スタイル」の発行
目的 
都会で暮らす若者が島にUターンする時に“自営業”
という職業選択が、当たり前にある島風土を創る。

内容 
【特集（表紙と中1ページ） 】　20代30代のUターン
自営業者の物語
【夢ホワイトボード（表紙）】　島人や島ファンの夢ホ
ワイトボード
【島ビジネス広告（中ページ）】　カフェや携帯ショッ
プ等の企業広告
【公式スポンサー広告（裏表紙）】　ホテル&リゾート
サンシャインサザンセト

ヒップホップクルー「MRC」
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【島スタイル情報（裏表紙）   】発行者紹介、配布
場所、活動履歴等
【島生活コラム（裏表紙）     】ミセス・マサラ

広告料 
特集　　　　　　　：25,000円
島ビジネス広告　　：25,000円（半ページ）
公式スポンサー広告：50,000円
島生活コラム　　　： 5,000円
※年間120万円の売上

規格 
A5サイズ4ページ（A4センター折り）年間6回、各
号5,000部発行。
最新号のVol.006は 6ページに拡大。

ターゲット 
周防大島町民と島に訪れる観光客。それ以上は特に
絞り込んではいないが、今風のデザインに惹かれる層。

配布場所 
島内20ヶ所、島外10ヶ所。道の駅、ホテル、カフェ、
美容院、レストラン等

・未来の島づくり作戦会議
目的 
20代 30代の若者が中心に集い、島に新しいイベン
トやビジネスを生み出そうとする事。

規模 
年間20回開催。2006年5月より、きんさいネット～
島のデジタルカフェ～が開催場所。

内容 
　未来の島づくり作戦会議とは、20代 30代の若者

を中心に集い、島に新しいイベントやビジネスを生
み出そうとする会議。これまでの議題は、東和商工
会OB会プレゼン、都市再生モデル調査、しまづくり
キャラバン2005、ダイエット寺子屋、島アロハプロ
ジェクト、島づくり人材大学プレゼン、国民文化祭
写真展、しまづくりキャラバン2006、周防大島.tv。
頻度は、月に１回から2回。この中でも特筆すべき
は、島アロハのビジネス化。メンバー全員が副業で
取組んでいるため、構想より1年かかった。ビジネ
ス化に至った最大の要因は“ご縁”と“勢い”。

　
　

　元々、2005年春に、僕と周防大島ドットコム（イ
ンターネットによる特産品販売・観光情報プロモー
ション）運営の江良正和で、日本一のハワイ移民の
周防大島にオリジナルアロハを創りたいと雑談妄想。
そして2005年夏の大島アート展をご縁に、岩国市の
機織作家、植野竹代と出会う。同時期に、スポーツ
NPO運営の河内啓に出会い、偶然にも妻、乃理子の
宇部市の同級生には染色作家の今澄智子がおり出会
う。更に、この夏に大野のパートナーとなる伊藤慶
子と出会う。その6人が2005年9月に集い、飲み食
い夜24時を過ぎた頃に「家紋アロハ」という商品名
が降臨した。その後は勢いにまかせ、島アロハプロ

島スタイルvol.005　「北風に負けん号」

未来の島づくり会議 家紋アロハ
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ジェクトチームと名乗り、（財）日本離島センターの
助成金を申請し採択され、edgeという大阪にて開催
された社会起業家を目指す若者のビジネスプランコ
ンペへも応募した。結果的に、50万円の助成金とビ
ジネスプランコンペはファイナルの公開プレゼン
テーション審査まで進出した事で、資金と人脈と、
何よりチームの結束、島アロハへの本気モードを手
に入れた。島アロハプロジェクトの進化と連動し、
開始後の9ヶ月間で、6人のメンバーは、離婚、結婚、
妊娠、カフェ・オフィスオープンとなり、人生が大
きく進化した。未来の島づくり会議から生まれた人
と人との出会いは、予想外の島ドラマへと動き出し
ている。

島のプレゼン学校  （2006年秋～）
　未来の島づくり作戦会議とも連動可能なスキル
アップ事業。周防大島で○○をしてみたいという想
いを、もっとうまく相手に伝え届けたいという課題
を持っている人のための、プレゼン実践講座。例え
ば、新たな島ビジネスを考えている人、学生を惹き
付ける新授業を考えている先生、AO入試でプレゼン
テーションをする学生、仕事で新しい企画を考えて
いる人、子育てが一段落し何か新たな事を始めよう
と考えている人、NPO的な活動で新しい企画を考え
ている人等をターゲットとする。講座内容は、プレ
ゼン虎の巻講座、プレゼン実践、ビデオでプレゼン
チェック、ゲストプレゼン勉強会。その他、プレゼ
ン資料づくり等の個別相談や講座後の交流会も実施。

SHIMA - DAMA 2007  （2007年秋）
　島人魂を刺激するためのプランコンペティション。
誰が一番、島人の魂を震えさせるプランをパフォー
マンス（視覚・嗅覚・味覚・聴覚・触覚に訴えかけ
る事）できるかを決定する賞金イベント。一年に一
回、島のプレゼン学校で修行した人たちの集大成を、

公で発表する要素もある。賞金は最優秀賞30万円。
一次書類審査を通過したプランは公開プレゼンを行
い、その場にいる参加者全員の総合評価で賞金30万
円を競う。賞金30万円の集め方は「島の未来募金」。
幸せを呼ぶ透明ガラスの豚募金箱を、島スタイルを
配布させて頂いているホテル、カフェ等に10ヶ所設
置。設置箇所の利用者に好意で募金をして頂く。年
間資金調達目標額は120万。想定として、1ヶ所で500
円／日、1万円／月。1万円中2,000円（20%）を設
置箇所へ。3,000円（30%）が島の未来募金の運営費。
残りの5,000円（50%）がSHIMA - DAMA 2007のイ
ベント運営資金へ。10ヶ所合計で、SHIMA - DAMA
2007のイベント運営資金は年間50万円。その内30
万円を賞金へ。残りの20万円が運営費。募金者数は、
一人当たりの年間募金額が300円とすると年間4000
人必要。島内在住者や島外の出身者で、島のために
何かしたいと思っている人の善意を換金する。

・島カフェ＝きんさいネットとami cafe 228.
　当初の目標であった島カフェ（オフィス機能と島
情報発信基地と飲食店）計画は、最終的に、きんさ
いネット（オフィス機能と島情報発信基地）とami
cafe 228.（飲食店）に分かれスタートする事になっ
た。経緯は、2005年の春から夏にかけて、祖母のネッ
トワークや周防大島町が管理する空き家物件、町の
遊休公共施設等を探したが、入居したいと思える物
件には巡り会えなかった。2005年8月に雑貨カフェ
のオープンを目指す伊藤慶子と出会い意気投合し、
島カフェ共同計画を立ち上げる。一時的には周辺の
了解を得るが、2005年末の彼女の離婚等で計画は破
談する。年が明けてから、お互い気持ちを切り替え
別々の再スタートを切る。彼女はami cafe 228.（ア
ミーカフェフジヤ）という、伊藤家の空き家をリノ
ベーションした和カフェだ。ami cafe 228.は、飲
食だけではなくキッズルームもあり、子連れの若妻

「島スタイル」に掲載した夢ホワイトボード 「島スタイル」の取材中
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たちがゆっくりゆったり、おうち感覚でくつろげる
カフェ。その他、プチブーケ、かわいい雑貨、おしゃ
れな贈答用雑貨も販売。キャッチフレーズは「とも
だちの輪が広がる島のおうちカフェ」。オープンは5
月27日。

　
　
　

　
　僕は、2006年1月より、島スタイルのオフィス開
設を目指し、身近にいる人に物件情報を収集。元書
道教室をしていた町家、コンビニの2階など候補物
件を発見したが、最終的に決定したのは、瀬戸内の
多島美を見渡せる岬に建つ、バリアフリーアパート
“しらき村”だった。1階には介護事業所しらきがあ
り、3階建てのアパートには20代～80代までの老若
男女が住む。そのしらき村の1階に、しらき村マネー
ジャー松永氏のご好意により通常より安く入居させ
て頂いた。きんさいネットの構成内容は東和町どっ
とこむ（WEBプログラム開発・PC教室開催）の藤井
忠明のオフィス、島スタイルのオフィス、周防大島
.tvの活動拠点の3つが一部屋に集まっている。部
屋全体は無線Lanでインターネットフリースポット
になっていて、観光客がふらっと自分のノートPCを
持って来てメールチェックや島情報の収集も行える。

部屋中央はフリースペースになっておりPC教室、未
来の島づくり作戦会議、お客様との打ち合わせ、今
秋からは“島のプレゼン学校”も平日夜間に開催す
る。これらを統合した空間が“きんさいネット～島
のデジタルカフェ～”だ。当初の島カフェ計画は、彼
女と結婚した後2010年には、四国山脈をみわたせる
瀬戸内絶景スポットに共同店舗を構える具体的準備
を開始。事業内容は、フリーペーパー島スタイル、島
のプレゼン学校（200Hスクリーンのミニシネマ風）、
シマクエ事業（島を巡りカード集めをする冒険プロ
グラム）、長期滞在型の島宿コーディネート事業、周
防大島産の魚介類と周防大島産の乳製品を使ったイ
タリアンダイニング（ブライダルパーティーも可
能）、プチフィットネスクラブ。これらを、共同経営
する。

（２）活動の特徴、工夫点、苦労した点
・フリーペーパー“島スタイル”の発行
　活動の特徴は、大野圭司＝島スタイルなので、365
日24時間が仕事。どこに行っても誰に会っても“島
スタイル”。地元の小学生のサッカー練習に顔を出し
たり、お寺の子供行事に参加すると「お兄ちゃん、島
スタイルじゃろ！」と言われるようになってきたし、
島内のいたる所で、知らないおばちゃんから声をか
けられたりしている。中国新聞、山口新聞、読売新
聞、NHK山口、NHK広島、KRYラジオ山口等の地元メ
ディアへは、ほぼ出演し、ローカル有名人になりつ
つある。山口県内の各地域で地域づくりをしている
方からの相談メールや、アメリカ・東京・大阪等の
島出身者からのメールは数えきれないほどある。
　
　ただ、最大の課題は定期発行できる制作時間の確
保と、広告収入の拡大による収入の増加。制作時間
の確保が困難な理由は、人件費を払えるほどの事業
ではないため、企画・営業・取材・編集・デザイン

浮島のヒラメ養殖周防大島諸島の浮島を目指して

きんさいネットが入っている「しらき村」
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をひとりで行わなければならない。なので、他のプ
ロジェクト、他のデザイン業務を同時平行で進める
場合に、寝る間を削り発行しなければならなくなる。
だが、それが体力的精神的に持続せず、発行が遅れ
る。
　
　改善方法は、仕事の効率化。それと、他のプロジェ
クトの絞り込みと、デザイン業務の受注量を制限す
る事。仕事の効率化に関しては、SOHO型のワークス
タイルから、島スタイルのオフィスを開設し、新た
なMacも購入しワーク環境をリニューアルし、精神
的にも環境的にも改善された。他のプロジェクトの
絞り込みは、島の課題を解消できるプロジェクトに
携わる事で収入が得られる、若しくは収入になる可
能性が高いプロジェクトへの時間投資的な関わりの
みに絞る。ボランティア的なプロジェクトの場合は、
社会貢献性の高いプロジェクトのみ参画。デザイン
業務の受注量制限は、発注者の人としての器と自分
との共鳴度で受注するかどうか判断する。乗り気で
ない仕事は受注しない。

・未来の島づくり作戦会議
　活動の特徴は、いわゆる会議だけでなく、島内外
の多ジャンルの人材交流を行うために、バースデイ
パーティー・鍋会・飲み会・映画鑑賞会も開催した。
そうする事により、若妻や女性会社員等、島おこし
に直接関わっていない人々との交流も深められた。
何より最大の成果は、未来の島づくり作戦会議中に
発案されたビジネスアイディア“島アロハ”のプロ
ジェクトチームが結成され、商品化を進め、2006年
の6月～8月は家紋アロハづくりワークショップを
開催し、年間100着140万円売上のビジネスとして
動き始めた事。

　ただ、最大の課題は、未来の島づくり作戦会議を

コーディネートする自分自身の負担増。今後は、ami
cafe 228.や東和町どっとこむの藤井忠明と共催し、
更に多ジャンルの人材が交流できる会を開催する。

３　活動の成果
（１）目的・目標は達成できたか
・フリーペーパー“島スタイル”の発行
　創刊1年後に収益事業にするという目標は達成で
きた。最新号のVol.006（現在制作中）では、5,000
部6ページの規模で、広告収入18万円、印刷代8万
円、粗利10万円のビジネスになっている。Cafeや
パン屋を始めた周防大島の20代30代の自営業者を
応援するという目的は達成できた。広告費の10倍上
の売上につながっている。だが、島にUターン風土
を創るという事は一年では達成できていないし、で
きるはずもない。風土とは、それが当たり前になる
事。事業開始30年後の2030年に、島にUターン風
土を創るために、日々、努力中。

・未来の島づくり作戦会議
　目標以上の回数で開催する事ができた。東京在住
の雑誌編集長、県内在住の求職中の若者など島内以
外の人材交流もでき、目標以上の価値を創れた。

（２）地域や団体にどのような変化をもたらしたか
・フリーペーパー“島スタイル”の発行
Vol.001：
　島のヒップホップクルーMRCが世に出るきっかけ
になった。自己満足サークルから一歩踏み出て、島
を盛り上げる団体へと変貌。新聞等にも掲載され、
花火大会や夏祭り等の島内イベントにも引っぱりだ
こになった。現在は、クラブ風の拠点を国道沿いの
海岸端に構え、月に一回「島の歌合戦」を開催して
いる。

未来の島づくり作戦会議
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Vol.002：
　島のデジタル詩人、西山喬が世に出るきっかけに
なった。趣味でとるデジカメ写真から、人に魅せる
写真展への変化。新聞へも掲載され、島でデジカメ
を持って歩いても不審がられる事も少なくなった。
現在は、島ハガキを9種類商品化し、道の駅、ホテ
ル等で販売中。職業はデジカメ写真家ではなく、デ
ジタルな詩人。島の写真に添える“数行の詩”が人
の心をぎゅっとつかんで離さない。

Vol.003：
　カフェ起業の若妻コラボ特集にて、瀬戸内ジャム
ズガーデンの松嶋智明とcafe Misakiの浜村真砂子
をつないだ。偶然にも同い年で共通の友達を持つ、
間接的な友達だった。二軒でカフェをするとドリン
ク一杯無料というコラボクープンの効果もあってか、
1ヶ月で島スタイル効果は大きく現れた。島スタイル
をきっかけに、ほぼ全ての地元メディアに取り上げ
られ、ビジネスは加速した。cafe Misakiのオーナー
曰く、「島スタイルのおかげで、当初の予定より一年
くらい早いスピードで認知され売上目標に到達した
よ。それと、始めは、自分のお店だけが儲かれば良
いという発想だったけど、そうじゃなくて、島全体
で儲けなきゃという大野くんたちの想いと行動に共
感したよ。」ビジネスの応援だけでなく、心の変化も
うながせるフリーペーパーになった。

Vol.004：
　同級生の弟の結婚&出産を特集記事にした。その
記事のスポンサーになってくれたのは、板金屋を営
むご両親。島スタイルを応援したいという西山板金
の想いを熱く感じ深く感謝した。若者が少ない島で、
めでたい結婚と出産をフリーペーパーを通じて、島

全体でお祝いす
るという雰囲気

を醸成。奥さんは、高校時代はマドンナ。旦那は島
ジャニーズのイケメン。島スタイルは色々な視点か
ら島の20代30代を応援するというイメージを読者
に与える事ができた。

Vol.005：
　島でパン屋をはじめ、一度は倒れた島津家の復活
物語を特集。島スタイルをきっかけにして、静岡か
ら注文が来たり、ホテルの朝食として定期販売した
り、青年の家から突然メロンパン100個の注文が来
たりするなど、じわじわと島スタイル効果が発揮さ
れた。島スタイル効果も多少あってか、復活後のほ
うが売上が伸び安定して来ている。今後は、ふたり
の子供を養っていける、島のパン屋を目指す。

・未来の島づくり作戦会議
　島とはいえど、外周160kmの島。島端の集落と橋
付近の集落にいる若者は、これまで友達になるきっ
かけは少なかった。島内合併による効果もあり、島
内交流がしやすい雰囲気、島はひとつという感覚を
多くの人が持ちやすくなった。未来の島づくり作戦
会議を開催した事による嬉しい変化は、参加した島
内自営コンビニ業の長男と広島のOL女性が、恋に落
ち交際を始めた事。島の若者は割合は少ないが、20
代30代で2千人はいる。だが、親と同居していたり、
新しい異性と出会うきっかけが少ないため、未婚の
20代30代が多い。Uターンし、子育てをする事で島
内の子供の数を増やす事も大切だが、その前に、島
内の恋愛ミスマッチを解消する事が必要不可欠だと
感じる。恋愛ミスマッチを500組解消する事により、
1,000 人の子供を増やす事ができる可能性もある。
　恋愛ミスマッチを解消するために、まずは、知ら
ない未婚の男女が知り合い、友達になる事のできる
イベントも定期的に開催したい。

きんさいネットが入居している「しらき村」内部
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（３）活動に必要な資源（人材、資金、情報、ネット
ワークetc.）をどのように活用し、新たに構築した
か

・フリーペーパー“島スタイル”の発行
人材：営業・取材・編集・デザインは大野。
　　　印刷は株式会社グラフィック。（京都の会社へ
　　　ネット入稿）
　　　部分的な写真提供は西山。（一枚毎の買取）
　　　モデルは島の美女やキュートな子供。（謝礼金
　　　や図書券）
資金：助成金と広告収入により事業開始1年で黒字
　　　化。2年目は助成金なしで黒字化の見通し。
情報：島を歩く見る聞くで情報収集。
ネットワーク：公私なしの365日24時間がネット　
　　　　　　　ワークづくり。
その他：広告出稿クライアントからの顧客紹介。一
　　　　度、島スタイルに掲載し、予想以上の効果
　　　　が出たため、次の顧客を紹介してくれる。

・未来の島づくり作戦会議
人材：集客から会場設置までほぼ全てを大野が行っ
　　　たが、そこが課題。
資金：イベント毎の会費と助成金にて運営、運営費
　　　を捻出できる会費へ。
情報：MLと電話を活用し集客。
ネットワーク：公私なしの365日24時間がネット　
　　　　　　　ワークづくり。
その他：これをきっかけにして“島アロハプロジェ
　　　　クト”チームが結成。

（４）助成がどのような役割を果たしたか
・フリーペーパー“島スタイル”の発行
　助成金のおかげで、広告収入がない創刊号を出す
際の資金面のリスクを抑える事ができた。第二号よ

り毎号5万円のスポンサーがつき、助成金なしでも
発行可能になったが、その段階では、人件費をほと
んど捻出できない状態だった。だが、助成金のおか
げで余裕あるフリーペーパー発行を行う事ができた。

・未来の島づくり作戦会議
　会場賃貸料等を助成金でまかなう事ができたため、
会費を抑えられた。

（５）その他貴団体の視点から成果と思われること
・フリーペーパー“島スタイル”の発行
　島を元気にする応援を何かしたいが、そのきっか
けがなかった方が、島スタイル発行の資金面や人脈
面で協力して下さった。

・未来の島づくり作戦会議
　恋が生まれた事。

４　活動資金
（１）助成活動における活動資金のうち、助成金以外
の財源の内訳とその割合
・フリーペーパー“島スタイル”の発行
広告収入：Vol.001　      0円
　　　　　Vol.002   50,000円
　　　　　Vol.003  100,000円
　　　　　Vol.004  100,000円
　　　　　Vol.005  130,000円
　　　　　Vol.006　180,000円

広告収入　560,000円  48%

（２）助成期間終了後の活動資金確保の見通しとその
方策
　広告収入をある程度確保できているので、助成金
収入なしでも継続発行は可能。だが、6P のフリー

きんさいネットの様子
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ペーパー発行の広告収入だけでは厳しいので、サ
ポーター制度をつくり年会費を頂きながら、出身者
等へフリーペーパーを送付するサービスを開始する。

５　課題
団体や活動の抱える課題と解決方策
　未来の島づくり作戦会議の課題である大野の負担
増。なので、ami cafe 228.や同部屋の藤井忠明と
の共催で行う。

６　今後の展望
団体や活動の将来像　（今後の展開として検討・予定
している内容や目標等）
　今後一年間で、東和町どっとこむの藤井と共同で、
周防大島限定のSNSサービスや、Google Maps API
を活用した「みんなでつくる周防大島地図」など、周
防大島に在住する人や、出身者、そして島ファンを
オンラインで結びつけコミュニケーションする事の
できるサービスをつくる。会員費は取らず、Google
アドセンスやAmazonWEBサービス等のアフィリエイ
ト広告収入にて運営費を捻出する。それと連動し、
島内で「みんなでつくる周防大島写真展」という展
示交流イベントをつくり、オンライン・オフライン
で人材交流を生み出していく。


